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＊ 南 薬（thuốc Nam）と は、 ベ
トナム独自の生薬の概念で、
いわゆる漢方薬である北薬
（thuốc Bắc）と対比的に用い
られる。北薬との最も明確な
違いは、北薬が相対的に遠く
からもたらされる生薬である
のに対して、南薬が身近な生
薬である点にある。南薬は、
ベトナムの過程で日常的に薬
味として食される植物とも重
なり合っており、原料となる
植物自体は、食と薬の両方の
目的に使われ、概念はその境
界上に位置しているものと考
えられる。
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のである。
　しかしながら、ヴトゥ県で用いられている「機能性食品」の概
念は、この概念が日本で生まれたときに備えていた「予防的な」
意味を超え、治療的な意味を持つようになってきている。
　また、調査の過程で、このプログラムが意図した栄養や予防
以外の意味が、プログラムに先行して存在していたことが分かっ
た。
　一つは、余暇としての意味である。植物を育てることは、ベト
ナムの高齢者の生に彩りを添える重要な要素である。しかし、ヴ
トゥ県の場合、紅河を挟んで対岸にベトナム有数の盆栽の生産
地があったことから、一般論を超えた意味があった。ヴトゥ県は、
かつて養蚕で栄えた地域であったが、多くの行政村がこれを捨
て、そのうちのいくつかの行政村は、今では盆栽の生産を生業
として行うようになっている。高齢者の場合、あくまで余暇とし
て行われている意味合いが強いが、経済的な意味が全くないわ
けではない。この地域で行われる植物栽培においては、「栄養」
や「予防」だけでなく、それに先行して「観葉」が重要な意味を持っ
ており、一つの植物にこれらの意味が複合して存在している。
　もう一つは、「衛生」の意味である。この
地域では近郊都市や今では数百km離れた
中部のダナンにまで野菜を出荷するように
なっているが、これらの野菜の栽培では農
薬が使われている。先に述べたように、ヴトゥ
県は養蚕が盛んであったが、一つの村の中
で、農薬を用いる野菜栽培と養蚕は両立し
ない。そのため、都市に出荷するための野
菜作りを行う地域からは、養蚕が一気に消
えていった。このような経験から、高齢者は
農薬の不適切な使用が持つ危険性について
身をもって知っており、菜園の植物栽培は無農薬で行われている。
　「衛生」に関するもう一つの問題は、寄生虫である。ヴトゥ県
のある世帯では、寄生虫への感染の原因が「汚い水に汚染され
た土」によって栽培される野菜にあると認識しており、盆栽用の
鉢で雨水とコメのとぎ汁だけを用いて作った野菜を主として自家
用に育てていた。この地域には、この他にも地下水がヒ素に汚
染されているところがある。「汚い水」の問題はプログラムの実施
過程で発見された新たな課題である。
おわりに
　プログラムの実施期間の3年は、まもなく終わろうとしている。
これまで、すでに幾つかの行政村で、総括が行われたが、老人
会の活動は着実に活発になり、菜園の形成などに成果を挙げて写真5：家庭菜園普及活動の様子
写真6：効能や用法の記され
た菜園の植物
写真7：問診を受ける高齢者
写真8：定期検診を受ける高齢者
 ベトナムにおける栄養と食の安全
いる。
　一方で、プログラムの過程では、課題も
発見された。このプログラムは、当初、貧
困や疾病あるいは単身など困難を抱える世
帯への支援を強く意識していた。身近な植
物に注目したのも、それが安価で簡便に利
用することのできる健康維持・予防法であり、
困難な問題を抱える高齢者世帯にも普及可
能であろうと考えていたからである。
　しかし、この活動の意義を理解し、実際
に活動を行う条件に恵まれているのは、やはり主として、かつて
役人や軍人をしていて社会活動の経験を持つ人々であり、この活
動の成果を最も享受すべき人々は、依然として活動の周辺にお
かれている。
　また、総括の中では、老人会側から、保健センターでなく、
村の公民館において、健診をしてほしいとの要望が出された。ベ
トナムの農村部の保健センターは、行政村に一つ置かれており、
通常、徒歩30分圏内にある。途上国の中では、かなりアクセス
の良い部類にはいるが、それでも疾病や障害を抱える人々にとっ
ては、健診を受けるのが難しいようである。
　このプログラムのモデルを構築する場合、高齢者の中でも、
最もケアを必要としている人々への関与をどのように行うかとい
うことが最大の課題になるだろうと考えられる。
写真9：老人会の栄養に関する啓蒙活動
写真10：老人会の活動によってつ
くられたモデル家庭菜園
